
弓削商船高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 基礎機械制御工学
科目基礎情報
科目番号 0028 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 図解シーケンス制御入門：大浜庄司（オーム社），工業力学：PEL編集委員会（実教出版）
担当教員 森 耕太郎
到達目標
・制御系
　メカトロニクスの技術者を目指すための「機械をコントロ－ルする技術」の知識を身につける。FA・OAのシ－ケンス制御技術者に必要な，自
動制御の基礎である簡単な制御回路の設計が出来るように，回路図を理解する能力を養成する。
・機械系
　身の回りの力学現象に興味を持たせ，その現象をモデル化する能力と解析を行うための基礎学力を養うことを目標とする。具体的には，作用
する力やモーメントの大きさと方向を理解して，その力のつりあい式をたてることができることと，各種運動において，時間，速度，加速度
，作用する力に関する関係式を立てることができるようになることを目標とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
課題において，リレーシーケンス
回路が設計（制御回路）でき，ま
た基本的な電動機1台の主回路設計
ができる。

主回路，制御回路の設計が行え
，動作の説明ができる。

主回路，制御回路の設計が行える
。

主回路，制御回路の設計が行えな
い。

AND/OR/NOT/NANDO/NOR回路
の組み合わせができ，真理値表が
つくれる。

AND/OR/NOT/NANDO/NOR回路
の組み合わせができ，真理値表が
つくれる。

AND/OR/NOT/NANDO/NOR回路
の組み合わせができる。

AND/OR/NOT/NANDO/NOR回路
の組み合わせができない。

力のつりあい式を立て，計算でき
る。 作用する力を計算できる。 力のつりあい式をたてることがで

きる。
力のつりあい式をたてることがで
きない。

重心の意味を理解し，重心位置を
求めることができる。 立体の重心位置を計算できる。 平板の重心位置を計算できる。 平板の重心位置を計算できない。

等速直線運動，等加速度運動にお
いて，時間，速度，加速度に関す
関係式をたて，計算ができる。

関係式を計算できる。 関係式をたてることができる。 関係式をたてることができない。

回転運動において，速度，加速度
，作用する力に関する関係式をた
て，計算ができる。

関係式を計算できる。 関係式をたてることができる。 関係式をたてることができない。

学科の到達目標項目との関係
専門 A1 教養 D1 教養 D2 専門 E1 専門 E2
教育方法等

概要

制御系
・「制御」のイメ－ジが浮かぶ事例を教材とし，知識（知っている）から応用（使うことが出来る）までを取得する。
機械系
・社会の実践的な力学に関する問題に取り組むため，様々な物体の運動について力学の考え方および原理を理解する。
・材料力学，流体力学，熱力学などの土台となる科目である。

授業の進め方・方法

制御系
・実物の制御機器を見せて，「目で確かめる」講義体制をとる。
・簡単なコンベヤ装置の制御回路，主回路の設計を実例的に行う。
機械系
・座学の講義を基本とし，授業の後半に小テストを実施する。

注意点
・中間，期末試験以外に小テストの完成度や出席状況，授業態度を含めて評価する。
機械系
・物理１，基礎機械制御の内容を踏まえて講義を行う。
・以降の機械系科目の基礎となる点を留意すること。

実務経験のある教員による授業科目
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 制御系ガイダンス
シーケンス制御概要

身の回りにある自動制御機器を理解し，フィードバッ
ク制御とシーケンス制御の相違を理解できる。

2週 シーケンス制御に必要な知識 シーケンス図，フローチャート・タイムチャートの読
み書きができる。

3週 シーケンス制御機器と図記号 開閉接点機器の種類を理解できる。
4週 シーケンス図の書き方 リレーシーケンス図を書ける。
5週 シーケンス図の書き方 主回路機器と図式化できる。

6週 リレーシーケンス設計 リレーを用いたAND/OR/NOT回路と自己保持回路を
理解できる。

7週 PB・LS・TSと電磁リレー組合せ 主回路・操作回路を理解できる。
8週 中間試験

2ndQ

9週 タイマとカウンタ タイマとカウンタを理解できる。

10週 シーケンス回路設計応用 今までの学習の総まとめとして，コンベヤシステムの
制御回路・主回路の設計を理解できる。

11週 シーケンス回路設計応用



12週 無接点シーケンス制御基礎知識：無接点リレーについ
て 無接点とは何かを理解できる。

13週 無接点シーケンス制御基礎知識：トランジスタのスイ
ッチ

トランジスタによるスイッチ（オープンコレクタ）を
理解できる。

14週 AND/OR/NOT/NANDO/NOR回路と真理値表 各論理（ロジック）における回路を理解し，真理値表
を作れる。

15週 AND/OR/NOT/NANDO/NOR回路と真理値表
16週

後期

3rdQ

1週 機械系ガイダンス
工学基礎（三角関数，ベクトル，単位）

基礎機械制御工学（機械系）の位置づけを理解できる
。
単位，三角関数を理解し，計算できる。

2週 力の基本原理 力は，大きさ，向き，作用する点によって表されるこ
とを理解し，適用できる。

3週 1点に作用する力の合成と分解 一点に作用する力の合成と分解を図で表現でき，合力
と分力を計算できる。

4週 1点に作用する力のつり合い 一点に作用する力のつりあい条件を説明できる。
5週 力のモーメント 力のモーメントの意味を理解し，計算できる。

6週 偶力 偶力の意味を理解し，偶力のモーメントを計算できる
。

7週 着眼点の異なる力のつり合い 着力点が異なる力のつりあい条件を説明できる。
8週 中間試験

4thQ

9週 試験解説／成績確認

10週 重心 重心の意味を理解し，平板および立体の重心位置を計
算できる。

11週 等速直線運動 速度の意味を理解し，等速直線運動における時間と変
位の関係を説明できる。

12週 等加速度直線運動 加速度の意味を理解し，等加速度運動における時間と
速度・変位の関係を説明できる。

13週 力と運動の法則
運動の第一法則（慣性の法則）を説明できる。
運動の第二法則を説明でき，力，質量および加速度の
関係を運動方程式で表すことができる。
運動の第三法則（作用反作用の法則）を説明できる。

14週 回転運動 周速度，角速度，回転速度の意味を理解し，計算でき
る。

15週 回転運動 向心加速度，向心力，遠心力の意味を理解し，計算で
きる。

16週 試験解説／成績確認
評価割合

定期試験 小テスト レポート 口頭発表 成果物実技 ポートフォリ
オ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 0 100
知識の基本的
な理解 50 0 0 0 0 0 0 50

思考・推論・
創造への適応
力

20 20 0 0 0 0 0 40

汎用的技能 0 10 0 0 0 0 0 10
リーダーシッ
プ・コミュニ
ケーション力

0 0 0 0 0 0 0 0

態度・志向性
（人間力） 0 0 0 0 0 0 0 0


